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中札内村総合行政推進委員会 第３回委員会 会議録 

 

日  時  令和３年２月１６日（火） １９：００～２０：４０  

場  所  中札内村農村環境改善センター ２階大集会室  

出席委員  五十嵐真也、山口公雄、桑田尚行、奥井千英子、杉本啓子、佐藤裕二、菅野貴赦、 

嶋崎直子、神山大知、下埜智加、鳥倉華以、間舩信子、二宮多恵、鎌田 修 

      （１４名） 

欠席委員  島田浩幸、丹野 優、瀬川 亮、林 雄司、（４名） 

事 務 局  総務課長 川尻年和、総務課長補佐 渡辺大輔、総務課主査 竹村幸二 

 

 

議      事 

 

（開  会）  １９：００ 

 

（川尻課長）  本日はお忙しい中、第３回中札内村総合行政推進委員会にご出席いただきあり

がとうございます。 

本日はまちづくり計画の策定にあたり、皆さんのご意見をお聞きしたいと考え

ております。 

 

（川尻課長）  それでは、会長から挨拶をお願いいたします。 

 

（会  長）  こんばんは。本日は次期まちづくり計画の基本構想について事務局から説明を

受けた後、グループに分かれて中札内村の将来像について意見交換していただき

ます。 

        普段より時間がかかるかもしれませんが、皆様の活発なご意見をよろしくお願

いいたします。 

 

（川尻課長）  この後は、五十嵐会長の進行で進めさせて頂きます。よろしくお願いいたしま

す。 

 

（会  長）  それでは進めさせていただきます。 

次期まちづくり計画の基構想について、事務局の方から説明をお願いします。 

 

（事務局の渡辺から説明） 

 

（会  長）  ただいま説明がありましたが、皆さんから質問等ありますでしょうか。 

        無ければ、グループに別れ意見交換を行いたいと思います。進め方について事

務局から説明をお願いします。 
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（事務局の渡辺から説明） 

 

（会  長）  それでは、グループに別れ意見交換をはじめてください。 

 

        （グループごとに意見交換） 

 

（渡辺補佐）  それでは、各グループから話し合われた内容について発表をお願いします。 

 

（委  員）  Ａグループの発表を行います。 

自然豊かな所などの観光の素晴らしさを、ＳＮＳを活用しＰＲしていったら良

いという意見が出ました。村にゆかりのあるインフルエンサーに村へ来ていただ

いて農業体験などをしてもらい情報発信してもらえたら効果的ではないでしょう

か。永住者の獲得に繋がったらとも思います。 

 若者が住みやすいよう、飲食店などの遊べる場をつくるほか、村内に高校がな

いことから、通学費用の負担軽減などの子育てしやすい環境整備を進めてはどう

でしょうか。 

 

（委  員）  Ｂグループの発表を行います。 

１０年後を考えた時、医療の充実についての話になりました。村は、来年度か

ら更別村と広域化してカバーしていく方針だと聞いており、これから期待したい

と思います。広域化した場合には、移動にかかる足の問題がついてまわるので、

更別村とコミュニティバスの連携ができたら便利かと思います。 

今後、高齢化が進み人口減少が進むことは間違いありませんので、移住者を増

やしていくことが必要だと思います。移住者を増やしていくためには、住むとこ

ろを増やすことはもちろん、移住者に合った物件を紹介してくれるようなコンシ

ェルジュのような方がいたら良いのではないでしょうか。 

 また、移住者と村民の対話をする場があったら良いと思います。村の良い所、

悪い所を知ることで移住に繋げていけるのではないでしょうか。 

 最後に、村の後継者問題が深刻であると話題になりました。畑作、酪農、商工

とそれぞれ課題があるので、移住者に担い手となってもらうことで解消できたら

と考えました。 

 外国人が増えてきているので１０年後はもっと増えているかもしれません。看

板表示など外国人に対応していくべきだと思います。 

 

（委  員）  Ｃグループの発表を行います。 

  医療体制の充実が話題になりました。村内には認知症の受け入れ施設が少なく、

家族の負担が大きいです。また苦労しても時期が過ぎると忘れていってしまいま

す。老人介護や子育てなどその時々の悩みを共有できる、気軽に言い合える場所

が必要ではないでしょうか。村にはホットメールがありますが名前を書かなけれ

ばならないなどハードルが高いです。 
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        ２点目は、子育て体制の充実です。１歳未満の子供を持つ家庭の支援が必要だ

と思います。 

        ３点目は、１０年後、１５年後は年齢構成も大きく変わり事業所の減少など今

できていることもできなくなることが想定されます。消防団のように除雪団など

困りごとを助け合えるようなボランティア団体があったらよいと思います。 

        ４点目は、村のＰＲの大切さも理解できますが、生活の基盤的な所、例えば除

雪や、介護、医療、子育てなどニーズに焦点をあててほしいと思います。 

        ５点目は、村は万歩計の取組が進み、多くの人が歩くようになりました。ただ、

気軽に歩く場所が少なく、走れる場所も少ないと感じるので、３キロメートルの

コースを設けるなど、充実していったらよいと思いました。 

 

（渡辺補佐）  ありがとうございました。各グループから貴重な意見をいただきましたので、

これからのまちづくりの参考にしてまいります。 

        以上で、意見交換を終わります。 

 

（会  長）  最後にその他についてですが、事務局から何かあればお願いします。 

 

（渡辺補佐）  次回は、３月中旬に引き続きまちづくり計画策定とまち・ひと・しごと創生総

合戦略の変更を議題に会議を開催したいと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 

（会  長）  そのほか、皆さんから何かあればお願いします。 

無ければ以上もちまして、本日の総合行政推進委員会を閉会いたします。 

皆さん、おつかれさまでした。 

 

（閉  会）  ２０：４０ 

 


